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　「しちのへホワイトバトル2012」が２月５日、中央公園で開催され、

町内外から76チームが参加し、雪上で熱戦を繰り広げました。 

　競技は１チーム７人で行われ、１セット　競技は１チーム７人で行われ、１セット90個の雪玉を３分間投げ合個の雪玉を３分間投げ合

い、より多くの選手に当てるか、相手チームの旗を奪った方が勝ちと

いうルール。持ち玉の数に限りがあるため、前線に雪玉を運ぶタイミ

ングや攻守の駆け引きなど作戦も重要です。 

　残り時間が少なくなると応援団から「今だ、攻めろ！　残り時間が少なくなると応援団から「今だ、攻めろ！！」「フラッグ「フラッグ

取りに行け！！」と監督顔負けの指示が出るなど、熱い声援が飛び交っ

ていました。 

　大会結果は裏表紙（16ページ）をご覧ください。 
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交通安全母の会と七戸小学校が　　　  
（財）全日本交通安全協会会長表彰を受賞 

 

 

文化財を火災から守れ！！ 
　　　　　　　　～文化財防火デー～ 

 

 

 

 

 

 

　七戸町消防団と中央消防署は１月27日、青岩寺（本

堂は県重宝、山門は町指定有形文化財）で文化財防

火デー防火訓練を行い、地域住民や消防団員、消防

署員など約50人が参加しました。 

　訓練は、大地震が発生し本堂から出火、負傷者が

出たという想定で実施。住民が水の入ったバケツを

受け渡すバケツリレーで初期消火訓練を行ったほか、

放水訓練や負傷者救助訓練も行われ、万が一の事態

に備えました。 

　訓練終了後、青山晃淳住職は「前の本堂は180年

程前に火災で焼失したが、現在の本堂が再建されて

からは火事が起きていません。万が一、火災が起き

てしまった時は、皆さまのご協力をお願いします」

と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　七戸町交通安全母の会（盛田惠津子会長）と七戸

小学校（佐藤幸雄校長）が長年にわたり交通事故防

止活動を積極的に推進したとして、（財）全日本交通

安全協会会長表彰を受賞し、2月10日、小又町長に

受賞の報告をしました。 

　母の会は「交通安全は家庭から」を基本理念に活

動。春夏秋冬の交通安全運動期間を中心に、交通事

故ゼロを目指して啓発活動に取り組みました。 

　七戸小学校は、交通安全教育活動を積極的に推進。

教師とPTAが協力して、児童が安全に通学できるよ

うに見守りを行うなど、交通安全指導に力を入れて

きました。 

　受賞について、盛田会長は「交通量が増えても、

事故が少ない町にしたい」、佐藤校長は「自分の命

は自分で守らなくてはいけないということを子ども

たちに伝える良い機会になった」と話し、今後の活

動にも意欲をみせていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

叙勲受章のお知らせ 
地方自治功労の功績が認められ「旭日単光章」が授与されました。 

 

故　鳥谷部 茂 義　氏 
（森ノ上） 

元天間林村議会議員 

平成23年10月30日ご逝去

79歳 

 

旭日単光章 



 

 

 

　旧正まける日が２月４日・５日の２日間開催され、

町内外から詰めかけた大勢の買い物客が、生活雑貨

や衣料品などを買い求めました。 

　歩行者天国になった中心商店街では、割引された

お買い得商品が店先で販売されたほか、出店した多

くの屋台や、豚汁、長芋スープの無料サービスなど

が人気を集めました。 

　また、旧商家・山勇商店には、おひな様やつるし

雛が飾られ、買い物客がお茶を飲みながら休憩。一

足早い、春の訪れを感じていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

　七戸町観光協会（米内山隆会長）が平成23年1月

から旧南部縦貫鉄道七戸駅で無料公開している「レー

ルバス」の見学者が２月５日、3,000人を突破しま

した。 

　3,000人目になった千葉市の齋藤和仁さん一家には、

同協会とレールバス愛好会から花束とレールバスグッ

ズが送られました。 

　家族との思い出の場所を巡る旅の一環だったとい

う齋藤さんは「3,000人目に選ばれたことに、何か

の縁を感じる。子どもたちと一緒にまた訪れたい」

と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「七戸まちづくり100人会議」（田中清一代表）は、まけ

る日の開催に併せ、中心商店街でエコキャンドルづくりと

漬け物テイスティング（試食会）を開催しました。 

　エコキャンドルは、天ぷら油の廃油を利用して制作。東

北関東大震災からの復興を願うメッセージが書かれた灯ろ

うにセットし、夜の商店街をライトアップしました。 

　漬け物テイスティングは、各家庭からご自慢の漬け物を

募集。町内の女性15人が、大根やきゅうりなど自信作の

漬け物を持ち寄り、コメントを付けて紹介しました。 

　買い物客は、漬け物をじっくり味わいながら食べ比べ、

お気に入りの味のものにシールを貼って投票していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　電気自動車（EV）の普及啓発や太陽光発電システムの導入など、人とみどりを守り育てる取り組み「七

戸町環境エネルギー推進プロジェクト」が、新エネルギー財団が主催する平成23年度新エネ大賞新エネルギー

財団会長賞（優秀導入活動地方公共団体部門）を受賞しました。 

　新エネ大賞は、新エネルギーなどに関する機器や設備の開発、導入、普及啓発の取り組みを企業や団体、

自治体などを対象に公募し、優れたものを表彰するもの。今年度応募した38団体のうち、自治体として唯一

の受賞となりました。 

　受賞のポイントは、八戸工業大学との連携、町民へのEV貸出や観光客などへの電動自転車貸出、町内の

自動車整備事業者や消防署と連携したEV講習会の開催、植林事業やグリーンツーリズム、環境エネルギー

教育の推進など複合的な取組みが評価されました。 

　表彰式は２月１日に東京ビッグサイトで行われ、小又町長が出席。自治体としての受賞は東北で２例目、

県内では初めての受賞となりました。 

 

 

年に一度の大売り出し「旧正まける日」 

　 

 

レールバス見学者が3,000人を突破 

　 

 

「七戸町環境エネルギー推進プロジェクト」が新エネ大賞会長賞を受賞しました 
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　民有地にある樹木や枝が道路へはみ出したり、倒れた木が通行人や車両に接触するなど、通行の妨げになって

いる場所が多く見られます。 

　もし、このような樹木や枝などが原因で事故が発生した場合、樹木の所有者が責任を問われることがあります。 

　事故を未然に防ぐため、自己所有地の樹木を今一度確認し、通行の妨げになっている場合は、伐採や枝払いを

していただきますようにお願いします。 
 

①道路に樹木や枝がはみ出していないか 
②傾いている木や枯れ木など、道路へ倒れるおそれがある木はないか 
③病害虫による松枯れやナラ枯れなど、放っておくと倒れるおそれがある木はないか 

 
　このほかにも、強風や大雨、大雪のあとには、道路への倒木や落枝、落雪などがないか特に注意が必要です。

危険な場合は、伐採や枝払いなどをしていただき、道路を安全に通行できるようにご協力をお願いします。 
 

○問合せ先　建設課　☎62－6244 
 

 

 
 

　国民年金制度では、国内に居住する20歳以上60歳未満までのすべての方に、加入が義務付けられています。

国民年金の加入種別は、次の３種類に分かれており、届出は加入時だけでなく、種別が変わったときにも必

要です。種別変更の届出を忘れると、年金が受け取れないこともあります。手続きは、年金手帳を添えて、

その都度忘れずに行いましょう。 
 

◆年金の加入種別 

 

 

 

 
 

◆種別変更となるケース 

第1号被保険者になるケース 

　第２号被保険者が退職されると第１号被保険者（第３号被保険者になる場合は除く。）となります。また、

その方に扶養されていた第３号被保険者がいる場合、その方も第１号被保険者になります。 

第2号被保険者になるケース 

　第１号被保険者又は第３号被保険者が就職して厚生年金等に加入すると第２号被保険者になります。 

第3号被保険者になるケース 

　会社等を退職して厚生年金等に加入されている方の被扶養配偶者になる方などが第３号被保険者になります。 

※ 詳しくはお近くの年金事務所へお問合せください。 

 

3月の移動年金相談日　3月28日（水）　午前10時30分から午後３時　柏葉館 
 
 

○予約及び問合せ先　年金相談は完全予約制になっています。予約を忘れずに。 
青森年金事務所☎017－734－7498　町民課☎68－2115　庶務課☎62－2111 

 
 

 

 

 

 

種　別 

第１号被保険者 

第２号被保険者 

第３号被保険者 

手続き・届出先 

市区町村役場の国民年金担当窓口 

会社や官公庁 

配偶者の勤務先 

対　象 

自営業や農業・漁業の方とその配偶者、20歳以上の学生、フリーターの方など 

会社や官公庁にお勤めの方、厚生年金や共済組合に加入している方など 

国民年金の第2号被保険者に扶養されている配偶者  

もう一度 
　 確認を！！ 

 

道路にはみ出した樹木の管理をお願いします 道路にはみ出した樹木の管理をお願いします 

国民年金からのお知らせ　～種別変更について～ 国民年金からのお知らせ　～種別変更について～ 
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○問合せ先　社会生活課　☎68－2114　　七戸児童相談所　☎60－8086 
 

 
 
 

「第９回特別弔慰金」の請求期限は平成24年４月２日までです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問合せ先　社会生活課　☎68－2114

　子どもは、虐待を受けていても自分からは言えないことがほとんどです。周りの方が子どものサインに気

づいてあげることが重要になります。 

　「虐待なのではないか…」と感じたり、地域でそのようなことが見受けられた場合など、迷わず役場社会

生活課または、児童相談所へ連絡してください。 

　通告者の秘密は守られます。匿名でも可能です。 

 

～子どもを虐待から守るために～ 
 

１．「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告してください） 
２．「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場に立って判断しましょう） 
３．ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行しましょう） 
４．親の立場より子どもの立場（子どもの命を最優先しましょう） 
５．虐待はあなたの周りでも起こりうる（特別なことではありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

　請求期限を過ぎると、時効により特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請求ください。 
 

※現在「第８回特別弔慰金」を受けている方、過去に受給権を有しながら請求しなかった方は対象と

　なりません。 
 

対象となる方 

　　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日から平成21年３月３１日までの間に、公務扶助料

　や遺族年金等を受けていた人（戦没者等の妻や父母等）が亡くなるなどしたために、平成21年４月１日に

　おいて公務扶助料や遺族年金等を受ける人がいない場合における、次の順番のご遺族お一人 

支給順位 

　１．平成21年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人 

　２．戦没者などの子 

　３．戦没者と生計関係があった①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（平成21年４月１日時点で遺族以外の方と

　　　結婚したことにより姓が変わっている方、遺族以外の方と養子縁組している方は除く） 

　４．３以外の戦没者などの①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没者と生計関係がない人や、生計関係があ

　　　ったが３に該当しない人） 

　５．１～４以外の戦没者の三親等内の親族（戦没者の死亡まで引き続き１年以上生計関係があった人に限る） 

支給内容　額面24万円、６年償還の記名国債 

請求窓口　お住まいの市区町村の援護担当課 

「虐待かな…」と感じたら、迷わず連絡を！ 「虐待かな…」と感じたら、迷わず連絡を！ 

戦没者等のご遺族の皆さまへ 戦没者等のご遺族の皆さまへ 
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け

る
こ
と
が
、
そ
の
人
自
身
の
心
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
特
に
、
眠
れ
な
い
日
が
２

週
間
以
上
続
く
の
は
心
か
ら
の
Ｓ
О

Ｓ
信
号
で
す
。
不
眠
が
続
く
時
は
、

医
師
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
家
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

◎ ３ 月 の 献 血 の お 知 ら せ  
 

　献血は、健康であれば最も身近にできるボラ
ンティアです。より多くの方のご協力をお願い
します。当日献血された方に、七戸ライオンズ
クラブ様から記念品を贈呈します。 

実施日　3月17日（土）  
　　　　午前10時～12時 
　　　　午後１時15分～４時30分 

場　所　イオン七戸十和田駅前店 

平成23年度傾聴研修会の様子 
～大切な人の悩みに気づき、声をかけるために～ 

 

◎平成24年度集団健診について 
 

　平成24年度に実施する集団健診の申込みを受付して

います。申込書は各世帯に郵送しましたので、内容をご

確認のうえ、お申し込みください。 

　健康を維持するため、一年に一回、特定健診とがん検

診を受診しましょう。 
 

集団健診の種類・対象者 

◆総合健診（天間林保健センター・柏葉館）・20歳以上 

◆人間ドック（七戸病院）・30歳以上69歳以下 

　※どちらか一方をお申し込みください。 

　※性別、医療保険の種類などによって、受診できない

　　検査項目がありますので、ご留意ください。 

申込み期限　平成24年３月16日（金） 
 

※受診を希望しない方も「受けない理由（番号）」を記入

　し、必ず返送してください。 

※申込書の紛失、申込書の書き方など、不明な点は健康

　福祉課までお問い合わせください。 

 

全国健康保険協会（協会けんぽ）被扶養者の方 
 

　全国健康保険協会（協会けんぽ）被扶養者の方は、上

記集団健診を受診できます。受診を希望する方は申込書

に記入し、提出してください。なお、対象者には「特定

健診受診券」が送付されます。 

対 象 者　40歳～74歳までの被扶養者 

個人負担　天間林保健センター・柏葉館健診　1,000円 

　　　　　七戸病院人間ドック　1,425円 

健診当日準備するもの 

　　　　　健康保険証、特定健診受診券、個人負担金 

10歳代 

20～ 

30歳代 

40～ 

50歳代 

60歳～ 

無理なダイエットに注意！ 

体が完成する大切な時期。無理なダイエットではホルモンバラ

ンスを崩し、心身の成長を妨げ、将来の健康を左右することも。 

環境の変化に注意を！ 

女性ホルモンンが一番安定するが、環境の変化大きい時期。ストレスを貯め

やすく「うつ病」のきっかけとなることも。乳がん・子宮がんのリスクが急増。 

不調と上手に付き合うことが大切 

女性ホルモンが減少し、閉経を迎える時期。ホルモンの急激な変化で様々な不調を生じや

すい。「治す」より「付き合う」気持ちで乗り越えることが大切。辛いときは専門医に相談を。 

生活習慣の見直し、転倒予防が重要 

ホルモン分泌が停止し、四肢や視力・聴力が衰えたり、生活習

慣病の悪化や骨粗鬆症を発症しやすい。 
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上十三保健所健康相談等日程 
 

＊利用される方は受付時間を厳守してください。 

　また、なるべく事前に予約をしてご利用ください。 
 

〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ〉　☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈場　所〉三沢市保健相談センター  
 〈問合せ〉☎57－0707　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男の料理教室 
 
　食生活改善推進員協議会は１月31日、天間林保健セン
ターで、普段料理をする機会が少ない男性のための料理
教室を開催しました。 
　はじめに料理の基本である「だし汁」を昆布とかつお節
を使って作りました。なかなか作りたての「だし汁」を飲
む機会がない参加者から「美味しい！」という声が、あち
らこちらから聞こえました。 
　また、だしの味や香り
の違いを発見して、火加
減や昆布を引き上げるタ
イミングなど会員からち
ょっとしたコツを教えて
もらう方もあり、とても
熱心だなあと感心しまし
た。 
　この日の献立は「だし汁」を使った「だし巻き卵」と「み
そ汁」、町の特産品を使った「ガーリック炒め」と「長芋の
海苔揚げ」、旬の魚を使った「カンパチの照り焼き」の５品。
参加者は和やかな雰囲気の中で料理を作っていました。 
　最後に教室に参加しての感想を聞いてみました。 
①とても楽しかった。 
②普段食事を作ってくれる家族に感謝したい。 
③同じ食材でも調理法を変えるとおいしく感じた。　　
　など、たくさんの感想を聞くことができました。 
　これを機会にこの教室を会員一同継続していきたいと
思っておりますので、お知らせが届きましたら多くの男
性に是非参加していただきたいと思います。 

月　日 

3．  6（火） 
3．  8（木） 

3．  6（火） 
3．27（火） 
3．  6（火） 
3．27（火）△ 
3．  6（火） 
3．27（火） 

3．27（火） 
 

3．13（火） 
 

3．28（水） 
 
 
 

月　日 

3．21（水） 
 
 
 
 
 
 
 
 

種 　 別  

結核健康診断 
及び精密検診 

 
QFT検査 

ＨＩＶ(エイズ) 
に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 
肝炎検査（有料） 
骨髄バンク 

登録相談 

女性健康相談 
 
精神保健福祉相談 
 
 
 

種 　 別  

療育相談 
 
 
 
 
 
 
 
 

受 付 時 間  
 

9：00～11：00 
 

9：00～11：00 

13：00～14：00 
（△は15：00～16：00） 

（告知） 
11：00～12：00 

9：00～10：00 
 

10：00～10：30 
 

13：00～14：00 
 
 
 

受 付 時 間  
継続   9：30～10：30 
新規 10：30～11：00 

 
 

対象等 
結核患者家族
及び接触者、
結核登録患者 
家族・接触者
で必要な者 

一般県民 
 
一般県民 

骨髄バンク 
登録希望者 
思春期から更年
期に至る女性 
精神・神経・飲
酒等の相談 
 
 
 
対象等 

発達が気に 
なる児童 
 
 
 
 
 



【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

お知らせ　今月は「東日本大震災」や災害に関する本の展示を行っておりますので、ぜひご利用ください。 
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《
俳
　
句
》 

下
北
や
棒
鱈
吹
か
れ
壁
叩
く 

小
林
凡
石 

継
ぐ
児
等
に
老
い
の
気
迫
や
里
神
楽 

山
田
慶
子 

大
く
さ
め
話
の
腰
を
折
ら
れ
け
り 

川
村
亜
輝
子 

キ
ラ
キ
ラ
と
堅
雪
か
ん
こ
わ
ら
べ
唄 

哘
崎
ア
イ
子 

丸
薬
の
こ
ろ
げ
行
く
先
冴
返
る 

駒
ヶ
嶺
峯 

闇
の
中
救
急
車
の
灯
冴
返
る 

新
田
純
治 

  

《
川
　
柳
》「
奪
う
」 

奪
わ
れ
た
椅
子
の
重
さ
を
噛
み
締
め
る 陽

湖 

一
人
息
子
取
ら
れ
た
よ
う
で
母
寂
し 

愛
子 

被
災
地
の
略
奪
行
為
腹
が
立
つ 

征
治 

花
活
け
る
挙
措
の
鋏
が
耳
奪
う 

正
十
四 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 ■３月の休館日…20日（火）、22日（木） ■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

雪
原
の
彼
方
に
昇
る
初
日
の
出 

　
　
　
光
り
輝
く
佳
き
年
祈
る 

瀬
川
翠
蛙 

 

ど
か
雪
は
ま
わ
り
の
音
も
包
み
こ
み 

　
　
　
た
ま
さ
か
聞
こ
ゆ
野
鳥
の
羽
音 

内
山
涼
子 

 

駅
伝
や
話
す
相
手
も
な
い
朝
に 

　
　
　
箱
根
の
画
面
に
釘
づ
け
と
な
り 

橋
本
都
志
子 

 

真
冬
日
の
晴
れ
た
る
朝
雪
上
を 

　
　
　
歩
く
雄
雉
君
子
の
ご
と
く 宮

沢
崇
子 

 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

せ
が
ま
れ
て
積
み
木
積
み
つ
つ
願
は
く
は 

　
　
　
か
か
る
平
安
な
を
し
ば
し
あ
れ 

佐
藤
悠
一 

 

離
り
住
む
子
よ
寒
空
に
い
か
に
ゐ
む 

　
　
　
あ
た
た
か
き
も
の
食
み
て
ゐ
る
か
や 

高
田
洋
子 

 

穏
や
か
に
妻
の
介
護
を
話
す
君
は 

　
　
　
禁
煙
が
愛
の
証
し
と
笑
ふ 

原
信
子 

 

何
事
も
な
か
っ
た
や
う
に
ク
ラ
フ
ト
の 

　
　
　
ひ
な
人
形
と
今
宵
は
ほ
ろ
酔
ふ 

哘
崎
ア
イ
子 

あ
し
た 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

親　鸞　激動篇（上・下） 

すべて真夜中の恋人たち 

鮫島の貌　－新宿鮫短編集－ 

あきらめない 
－働くあなたに贈る真実のメッセージ－ 

ピュリツァー賞受賞写真全記録 

ＮＡＲＡ　48　ＧＩＲＬＳ 

あおもり特選スイーツガイド2012 
－県内のスイーツ＆ベーカリー情報満載！ 

大丈夫やで　 
－ばあちゃん助産師のお産と育児のはなし－ 

わがままくまさん 

自閉症のある子と友だちになるには 
－当事者だからわかるつきあい方イラストブック－ 

等　一般書　75冊　児童書　48冊 
（1/11～2/10　登録（購入・寄贈分）） 

書 名  

謎解きはディナーのあとで　２ 

老年の流儀 
－老いてこそ　夫婦の絆－ 

家政婦のミタ 
－エピソード・ゼロ－ 

采　配 

大人の流儀　続 

カヨ子ばあちゃん73の言葉 
－賢い子に育つ！  ０歳からのらくらく子育て 

子育てほど面白いもんはない！－ 

藤原さんちの毎日ごはん 

辻ちゃんのウマかわゴハン　１ 

おふとんかけたら（絵本） 

あかちゃんになったおばあさん 
（絵本） 

　一般書　8冊　児童書　2冊 
（1/10～2/9　登録（購入分）） 

著 者 名  

五 木 寛 之  

川 上 未映子 

大 沢 在 昌  

村 木 厚 子  

ハル・ビュエル（著） 
河 野 純 治（訳） 

奈 良 美 智  

 

坂本　フジヱ 

高 畠 那 生（絵） 
ねじめしょういち（作） 

ダニエル・ステファンスキー（著） 
上 田 勢 子（訳） 

 

著 者 名  

東 川 篤 哉  

三 浦 朱 門  

日 本 テ レ ビ  

落 合 博 満  

伊集院　  静 

久保田 カヨ子 

み き マ マ  

辻 　 希 美  

かがくいひろし 

いもと ようこ 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10
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七
戸
中
央
公
民
館
講
座
「
漢
方
茶
と
亀

ゼ
リ
ー
教
室
」
が
１
月
22
日
、
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
講
師
の
シ
ョ
ン
・
メ
イ

フ
ァ
ー
さ
ん
が
漢
方
茶
の
効
能
や
中
国
式

の
お
茶
の
作
法
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま

し
た
。 

　
普
段
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
な
い
15

種
類
の
漢
方
茶
そ
れ
ぞ
れ
の
効
能
や
お
茶

の
入
れ
方
を
学
ん
だ
ほ
か
、
亀
の
軟
骨
や

た
く
さ
ん
の
漢
方
が
入
っ
た
中
国
ス
イ
ー

ツ
亀
ゼ
リ
ー
づ
く
り
に
も
挑
戦
。
メ
イ
フ
ァ
ー

さ
ん
が
亀
ゼ
リ
ー
の
美
肌
効
果
に
つ
い
て

紹
介
す
る
と
、
参
加
者
は
興
味
津
々
。
熱

心
に
作
り
方
を
メ
モ
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
漢
方
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方
に
つ 

     

　
七
戸
町
連
合
婦
人
会
（
高
田
ト
ヨ
会
長
）

は
１
月
29
日
、
七
戸
中
央
公
民
館
で
芸
能

発
表
会
を
開
催
し
、
町
内
の
婦
人
会
７
団

体
、
約
70
人
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
、
32
の
演
目
が
次
々
に
披
露
。 

　
会
場
に
集
ま
っ
た
約
200
人
の
観
客
は
、

曲
に
合
わ
せ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
華
や

か
な
踊
り
や
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ス
テ
ー
ジ
に
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
、
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。 

    

い
て
改
め
て
興
味
を
持
つ
良
い
機
会
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。 

            

漢
方
茶
と
亀
ゼ
リ
ー
教
室 

七
戸
町
連
合
婦
人
会
芸
能
発
表
会 
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第
62
回
青
森
県
中
学
校 

体
育
大
会 

冬
季
ス
キ
ー
競
技
大
会 

 

　
　
平
成
24
年
１
月
13
日
〜
15
日 

　
　
大
鰐
町
大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場 

 （
七
戸
中
学
校
） 

大
池
　
唯
華
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
２
位 

（
東
北
大
会
、
全
国
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
１
位 

（
東
北
大
会
、
全
国
大
会
出
場
） 

佐
々
木
涼
名
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
８
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
８
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

米
田
　
愛
望
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
13
位 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
14
位 

佐
々
木
柊
青
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　  

ー  

（
２
本
目
棄
権
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　  

ー  

（
ス
タ
ー
ト
棄
権
） 

大
池
　
　
黎
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
８
位 

（
東
北
大
会
出
場
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　  

ー  

（
２
本
目
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
） 

三
上
　
朋
也
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
18
位 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
17
位 

   

     

東
北
中
学
校
体
育
大
会 

　
第
48
回
東
北
中
学
校 

ス
キ
ー
競
技
大
会 

 

　
　
平
成
24
年
１
月
23
日
〜
25
日 

　
　
岩
手
県
八
幡
平
市 安

比
ス
キ
ー
場 

 （
七
戸
中
学
校
） 

大
池
　
唯
華
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
14
位 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
３
位 

佐
々
木
涼
名
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　
34
位 

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　
36
位 

大
池
　
　
黎
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　  

ー 

（
１
本
目
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
） 

  

全
国
中
学
校
体
育
大
会 

　
第
49
回
全
国
中
学
校 

ス
キ
ー
競
技
大
会 
 

　
　
平
成
24
年
２
月
１
日
〜
４
日 

　
　
宮
城
県
蔵
王
町 

み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ
し
ス
キ
ー
場 

 （
七
戸
中
学
校
） 

大
池
　
唯
華
　
　
　
Ｓ
Ｌ
　  

ー  

（
２
本
目
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
） 

　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
Ｓ
Ｌ
　  

ー  

（
１
本
目
コ
ー
ス
ア
ウ
ト
） 

  

     

　
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
立
崎
由
紀
夫

会
長
）
主
催
の
第
12
回
七
戸
町
ジ
ュ

ニ
ア
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
11
日
、
町

営
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
61
人
の
小
学
生
が
元
気
い
っ
ぱ
い

の
滑
り
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。 

　
競
技
は
大
回
転
１
回
の
滑
走
タ
イ

ム
で
順
位
が
決
ま
る
た
め
、
選
手
た

ち
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
。 

　
観
客
か
ら
の
大
き
な
声
援
を
受
け
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し

た
。 

      
　
第
18
回
わ
か
こ
ま
杯
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
19
日
、

七
戸
町
営
ス
キ
ー
場
特
設
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
、
上
北
郡
内
の
７
小
学
校

か
ら
61
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
競
技
は
ク
ラ
シ
カ
ル
走
法
で
行
わ

れ
、
小
学
校
３
年
生
以
下
が
１
㎞
、

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
２
㎞
の

タ
イ
ム
を
競
い
ま
し
た
。 

　
選
手
た
ち
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、
最
後
ま
で
精
一
杯
走

り
き
り
ま
し
た
。 

                                  

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
各
部
門
１
位
の
み
掲
載
） 

 【
一
年
女
子
】
大
池
　
る
い（
七
戸
小
学
校
） 

【
一
年
男
子
】
大
沢
田
空
知（
七
戸
小
学
校
） 

【
二
年
女
子
】
竹
内
　
比
奈（
城
南
小
学
校
） 

【
二
年
男
子
】
坂
倉
　
修
平（
城
南
小
学
校
） 

【
三
年
女
子
】
森
野
　
優
花（
七
戸
小
学
校
） 

【
三
年
男
子
】
小
林
　
威
太（
城
南
小
学
校
） 

【
四
年
女
子
】
千
葉
　
綾
花（
七
戸
小
学
校
） 

【
四
年
男
子
】
成
田
　
理
瑠（
七
戸
小
学
校
） 

【
五
年
女
子
】
田
島
　
陽
菜（
七
戸
小
学
校
） 

【
五
年
男
子
】
田
中
　
悠
佑（
七
戸
小
学
校
） 

【
六
年
女
子
】
森
田
　
宇
美（
七
戸
小
学
校
） 

【
六
年
男
子
】
津
澤
　
優
介（
城
南
小
学
校
） 

    

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
各
部
門
１
位
の
み
掲
載
） 

 【
三
年
生
以
下
の
部（
女
子
）】 

　
　
　
　
島
谷
　
萌
華（
野
辺
地
小
） 

【
三
年
生
以
下
の
部（
男
子
）】 

　
　
　
　
安
村
　
翔
英（
野
辺
地
小
） 

【
四
年
女
子
】
木
明
菜
々
子（
野
辺
地
小
） 

【
四
年
男
子
】
竹
ヶ
原
　
信（
蛯
沢
小
） 

【
五
年
女
子
】
岡
山
う
ら
ら（
蛯
沢
小
） 

【
五
年
男
子
】
古
澤
　
龍
星（
野
辺
地
小
） 

【
六
年
女
子
】
木
明
　
璃
菜（
野
辺
地
小
） 

【
六
年
男
子
】
野
田
頭
峻
也（
野
辺
地
小
） 

第
12
回
七
戸
町
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
大
会 

（
ア
ル
ペ
ン
競
技
）
結
果  

第
18
回
わ
か
こ
ま
杯 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会 

 
中
学
校
体
育
大
会
冬
季
大
会
結
果 
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「
町
民
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
」
綱
引
き
競
技

が
１
月
22
日
、
天
間
林
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

選
手
た
ち
は
外
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
大
会
に
は
、
小
中
学
校
の
部
に
８
チ
ー
ム
、

一
般
の
部
に
11
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
選

手
た
ち
は
優
勝
を
目
指
し
、
制
限
時
間
20
秒

に
全
て
の
力
を
込
め
て
綱
を
引
き
合
い
ま
し

た
。 

　
両
チ
ー
ム
と
も
一
歩
も
譲
ら
ず
、
わ
ず
か

数
セ
ン
チ
差
で
勝
負
が
決
ま
る
試
合
も
あ
り
、

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
試
合
後
は
お
互
い

に
健
闘
を
た
た
え
合
い
、
応
援
団
か
ら
も
熱

い
声
援
や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

                

     

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

                             

     

　
七
戸
町
剣
友
会
（
附
田
敬
吾
会
長
）
主
催

の
第
27
回
天
間
林
剣
道
大
会
が
１
月
28
日
・

29
日
の
２
日
間
、
天
間
林
体
育
館
で
開
催
さ

れ
、
県
内
の
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
約
350

人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
初
日
に
行
わ
れ
た
小
学
生
の
部
は
、
参
集

範
囲
を
上
十
三
地
区
に
拡
大
し
て
開
催
。
柏

葉
少
年
剣
士
隊
の
塚
尾
彩
香
選
手
の
元
気
い

っ
ぱ
い
の
選
手
宣
誓
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
の
個
人
戦
で
行

わ
れ
、
選
手
た
ち
は
保
護
者
や
観
客
が
見
守

る
中
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
次
々

と
技
を
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。 

                 

     

　
大
会
２
日
目
の
中
学
生
の
部
と
高
等
学
校

の
部
は
、
天
間
舘
中
学
校
の
長
山
和
寛
選
手

の
選
手
宣
誓
で
ス
タ
ー
ト
。
今
大
会
か
ら
中

学
校
の
部
に
、
剣
道
を
始
め
て
１
年
未
満
の

生
徒
が
参
加
す
る
「
新
人
の
部
」
が
新
設
さ

れ
、
剣
道
経
験
の
長
さ
で
大
差
が
つ
く
試
合

が
少
な
く
、
自
分
の
力
を
試
す
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
高
校
の
部
は
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
選
手
同
士
の
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ
、

観
戦
し
た
小
中
学
生
に
と
っ
て
も
、
良
い
刺

激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
大
会
に
な
り
ま

し
た
。 

             

試
合
時
間
は
20
秒
！！
数
セ
ン
チ
差
の
勝
負
！！ 

綱
引
き
競
技
で
ス
ポ
ー
ツ
交
流 

日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
を
披
露 

第
27
回
天
間
林
剣
道
大
会 

小学校１年生の部 

小学校２年生の部 

小学校３年生の部 

小学校４年生の部 

小学校５年生の部 

小学校６年生の部 

中学校男子新人の部 

中学校男子オープンの部 

中学校女子新人の部 

中学校女子オープンの部 

高等学校男子の部 

高等学校女子の部 

 

音坂　碧海 （柏葉少年剣士隊) 

工藤　　及 （柏葉少年剣士隊) 

澤内　研人 （志道館) 

和泉　　航 （三沢少年剣道隊) 

坂本莉花子 （志道館) 

森田　宇美 （柏葉少年剣士隊) 

鳥谷部浩誠 （十和田市立東中学校1年) 

林下　侑聖 （堀口中学校２年) 

天間さくら （堀口中学校１年) 

武久　智咲 （堀口中学校２年) 

佐々木駿人 （東奥義塾高等学校２年) 

中村　翔子 （八戸工業大学第一高等学校) 

 

各部門優勝者 

【小中学校の部】　優　勝　榎 林 分 館 

　　　　　　　　　準優勝　道ノ上分館 

　　　　　　　　　第３位　白 石 分 館 

 

【一般の部】　優　勝　榎　　組 

　　　　　　　準優勝　柏 葉 町 

　　　　　　　第３位　白石分館 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

       

　
言
葉
と
聞
こ
え
の
教
室
や
心
身
の
機

能
回
復
施
設
な
ど
に
通
級（
園
）し
て
い

る
子
ど
も
を
対
象
に
、
交
通
費
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。 

対
象
と
な
る
方 

①
七
戸
町
に
住
所
が
あ
る 

②
小
学
生
以
下
で
あ
る 

③
言
語
、
聴
覚
、
身
体
に
障
害
を
持
ち
、

　
教
室
や
訓
練
施
設
等
に
通
級（
園
）し

　
て
い
る 

④
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年

　
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に
通
級（
園
）

　
し
て
い
る 

　
以
上
の
４
項
目
す
べ
て
を
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

助
成
金
の
額 

・
町
内
の
施
設
…
月
額
５
百
円 

・
町
外
の
施
設
…
月
額
千
円 

申
込
み
方
法
　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、

　
健
康
福
祉
課
（
天
間
林
保
健
セ
ン
タ

　
ー
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

　
る
方
は
健
康
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い
。 

申
込
み
期
限
　
３
月
30
日（
金
） 

   

      

　
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、
原
則

と
し
て
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

住
所
（
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
）
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。 

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
で
、
引
っ
越

し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

運
輸
支
局
で
住
所
の
「
変
更
登
録
」
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。（
住
民
票
を
移

し
た
だ
け
で
は
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ

れ
て
い
る
車
検
証
の
住
所
は
変
わ
り
ま

せ
ん
） 

　
３
月
中
に
住
所
の
「
変
更
登
録
」
が

で
き
な
い
場
合
は
、
電
話
な
ど
で
地
域

県
民
局
県
税
部
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

か
、
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
: 

//w
w
w
.p
ref.a

o
m
o
ri.lg
.jp
/

）
に

あ
る
「
青
森
県
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス

テ
ム
」
か
ら
住
所
変
更
の
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

　
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局 

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
８ 

・
東
北
運
輸
局
青
森
運
輸
支
局 

八
戸
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所 

　
☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
０
９    

 

      

　
高
校
・
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学

中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。 

融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り 

300
万
円
以
内 

利
　
率
　
年
2.55
％ 

（
母
子
家
庭
の
方
は
年
2.15
％
） 

（
固
定
金
利
、平
成
23
年
12
月
10
日
現
在
） 

返
済
期
間
　
15
年
以
内 

（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母
子
家
庭
の

方
は
18
年
以
内
） 

使
い
み
ち
　
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科

　
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の

　
敷
金
・
家
賃
な
ど 

返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ

　
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
も
可
能
） 

　
詳
し
く
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

          

    

　 ４
月
納
付
分
か
ら
9.51
％
↓ 

　
10
％
に
引
き
上
げ 

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

青
森
支
部
は
、
県
内
の
中
小
企
業
の
従

業
員
と
そ
の
ご
家
族
が
加
入
す
る
健
康

保
険
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。 

　
当
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
４
月

納
付
分
よ
り
9.51
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
に
な
り
ま
す
。（
介
護
保
険
料
は
1.55

％
） 

　
引
き
上
げ
の
背
景
に
は
、
医
療
費
の

増
加
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収

入
の
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
経
営
環
境
や
家
計
の
状
況
が
厳
し
い

中
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
医

療
を
支
え
る
た
め
、
何
と
ぞ
ご
理
解
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

           

公立七戸病院からのお知らせ 

公立七戸病院　☎62－2105 
 

３月の眼科外来休診日 

　３月30日（金） 

 

４月から診療日が変わります 
 

 眼科外来 

現　在　毎週 火曜日・金曜日 

　　　　　　　　　      ↓ 

４月から　毎週 火曜日・木曜日 
 

 耳鼻科外来 

現　在　毎週 月曜日 午前 

↓ 

４月から　毎週 水曜日・金曜日 

　　　　午後１時～３時 
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車
も
住
所
の
変
更
届
け
が 

必

要

で

す

 

上
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課 

☎
２
２-

８
１
１
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２-

８
１
３
５  

国

の

教

育

ロ

ー

ン

 

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
　
国
民
生
活
事
業
） 

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６ 

ま
た
は ☎

０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６  

言
葉
と
聞
こ
え
の
教
室
等 

通
級（
園
）助
成
金
交
付
制
度 

健
康
福
祉
課 

☎
６
８-

４
６
３
１  

平
成
24
年
度
協
会
け
ん
ぽ 

青
森
支
部
の
健
康
保
険
料
率
に
つ
い
て 

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部 

 

☎
０
１
７-

７
２
１-

２
７
１
３  

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 



募

集

募

集

 

募

集

 

①

②

      

　
解
雇
、
雇
止
め
、
賃
下
げ
等
の
労
働

条
件
の
ほ
か
、
い
じ
め
な
ど
、
労
働
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て

労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の
相
談
を
、
専

門
の
相
談
員
が
無
料
で
お
受
け
し
て
お

り
ま
す
。 

　
ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。 

　
い
つ
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

                    

       

看
護
助
手
１
名
（
臨
時
採
用
） 

業
務
内
容
　
入
院
患
者
の
入
浴
・
食
事
・

　
排
泄
等
介
助
業
務 

勤
務
条
件
　
１
日
６
時
間
、
週
５
日
勤

　
務
。
時
給
８
０
０
円
。 

必
要
書
類
　
履
歴
書
１
通
（
ヘ
ル
パ
ー
、

　
介
護
福
祉
士
等
の
資
格
が
あ
る
場
合

　
は
資
格
証
の
写
し
） 

                    

※
募
集
は
、
採
用
者
が
決
ま
り
次
第
、

　
締
め
切
り
ま
す
。 

       

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採
用
総

合
職
試
験
及
び
一
般
職
試
験
（
大
卒
程

度
）
を
実
施
し
ま
す
。 

総
合
職
試
験 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付 

　
４
月
２
日（
月
）〜
４
月
９
日（
月
） 

郵
送
・
持
参 

                    

　
４
月
２
日（
月
）〜
４
月
３
日（
火
） 

※
受
付
最
終
日
の
通
信
日
付
印
有
効 

一
次
試
験
日
　
４
月
29
日（
日
） 

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
） 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付 

　
４
月
10
日（
火
）〜
４
月
19
日（
木
） 

郵
送
・
持
参 

　
４
月
10
日（
火
）〜
４
月
11
日（
水
） 

※
受
付
最
終
日
の
通
信
日
付
印
有
効 

一
次
試
験
日
　
６
月
17
日（
日
） 

 

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く

　
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　
い
。 

   

希望のみやこうたコンクール　2012 

商工観光課　☎51－6100 
 
　「七戸町観光客おもてなし事業実行委員会」（田中清一会長）

と「みやこうたを創り楽しむ会」（湊望会長）が主催の「希望の

みやこうたコンクール2012」がこのほど行われました。 

　みやこうたは青森生まれの新文芸で、「住めばみやこ」を意味

する「３・８・５」の16音で作句されます。 

　コンクールは東北新幹線七戸十和田駅開業１周年記念と東日

本大震災復興祈願をテーマに行われ、全国各地から予想をはる

かに上回る9,679点（「一般・高校生の部」1,310点、「中学・小

学生の部」8,369点）の作品が寄せられました。 
 

最優秀作品は次のとおりです。 

　[最優秀賞]　  

一般・高校生の部 

　夢を　描く未来地図が　終わらない　  十和田市　木村奈生美 

　生きて　今は亡き君の　声がする　　　  埼玉県　村上葉耶可 

中学・小学生の部 

　生きる　輝いた自分に　夢に見て 

弘前第三中　１年　新谷　恭介 

　つらさ　乗り越えた君に　金メダル 

八戸市立新井田小　５年　橋本　章汰 
 

七戸町の入賞者は次のとおりです。 

　[優秀賞] 

一般・高校生の部 

　笑顔　笑った数だけ　福が来る　　　　  七戸町　盛田　靖子 

中学・小学生の部 

　夢を　たくさんもらった　絵本から  七戸小３年　大平　　葵 

　たねは　中にはいのちが　ねむってる 

天間西小１年　鳥谷部柊也 
 
 

①最優秀賞作品 
②入賞作品は２月14日～29日まで 
　観光交流センターに展示されました 

①

②

（13） 平成24年（2012）3月号 

国
家
公
務
員
採
用
試
験 

人
事
院
東
北
事
務
局 

第
二
課 

試
験
係 

  

☎
０
２
２-

２
２
１-

２
０
２
２ 

公
立
七
戸
病
院
看
護
助
手 

（
パ
ー
ト
職
員
）
募
集 

七
戸
病
院  

☎
６
２-

２
１
０
５  

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を 

サ

ポ

ー

ト

し

ま

す

 

  

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室 

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー 

☎
０
１
７-
７
３
４-

４
２
１
２ 

 



催
し
な
ど

催
し
な
ど 
催
し
な
ど 

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》。  
行政・人権相談 

（人権問題や悩みごと、行政への要望など）  
七戸町　町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 
日　時　３月７日（水）午前９時～12時 
場　所　七戸町役場  本 庁 舎  1階 相談室 
　　　　　　　　　  七戸庁舎  3階 第1・2会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員  
東北町　東北町役場分庁舎福祉課☎0175－63－2111 
日時・場所　3月 5日（月）午前10時～12時 

東北町役場本庁舎 
日時・場所　3月19日（月）午前10時～12時 

東北町コミュニティセンター 
 

消費生活相談 
（多重債務など消費生活に関すること）  

企画財政課☎68－2940 
日　時　３月７日（水）、21日（水）午前10時～12時 
場　所　七戸町役場　本庁舎　１階 会議室 
相談員　町消費生活相談員 
※相談日以外でも電話での相談を受付しています。 

        

日
　
時
　
３
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
七
戸
南
公
民
館
　
集
会
室 

     

被
災
者
に
送
ろ
う 

キ
ャ
ン
ド
ル
の
暖
か
さ 

 

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
東
北
関
東

を
襲
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
大
地

震
、
そ
し
て
大
津
波
、
さ
ら
に
原
子
炉

災
害
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
…
。 

　
未
曾
有
の
大
惨
事
は
多
く
の
尊
い
命

を
奪
い
、
生
活
を
奪
い
、
私
た
ち
の
心

を
傷
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
災
者

の
皆
さ
ん
は
、
そ
の
悲
し
さ
を
乗
り
越

え
て
、
失
っ
た
者
を
取
り
戻
す
た
め
の

戦
い
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
に

火
を
と
も
し
、
電
気
の
明
か
り
を
少
し

だ
け
落
と
す
。
そ
の
分
の
電
気
と
キ
ャ

ン
ド
ル
の
暖
か
さ
が
被
災
地
に
届
く
よ

う
に
七
戸
十
和
田
駅
周
辺
が
一
体
と
な

っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
す
。 

　
ち
い
さ
な
こ
と
で
は
何
も
変
わ
ら
な

い
で
は
な
く
何
か
を
変
え
る
の
は
い
つ 

も
ち
い
さ
な
こ
と
か
ら
。
　 

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時
　
３
月
11
日（
日
） 

午
後
５
時
〜
８
時 

場
　
所
　
七
戸
十
和
田
駅 

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺 

内
　
容 

　
七
戸
十
和
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺

に
、
雪
灯
ろ
う
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
灯

ろ
う
を
設
置
。
皆
さ
ん
に
持
ち
寄
っ
て

い
た
だ
い
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
灯
ろ
う
に

セ
ッ
ト
し
て
午
後
５
時
か
ら
点
灯
し
ま

す
。
近
隣
企
業
に
は
業
務
に
支
障
が
な

い
程
度
に
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
受
付 

日
　
時
　
３
月
11
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
七
戸
南
公
民
館 

内
　
容 

　
空
き
瓶
、
空
き
缶
な
ど
を
利
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
お
持
ち
く 

だ
さ
い
。
灯

ろ
う
に
セ
ッ

ト
し
て
午
後

５
時
か
ら
七

戸
十
和
田
駅

前
ロ
ー
タ
リ

ー
で
点
灯
し

ま
す
。 

主
　
催
　
七
戸
の
明
日
を
考
え
る 

ま
ち
づ
く
り
100
人
会
議 

    

日
　
時
　
３
月
17
日（
土
）・
18
日（
日
） 

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
公
立
ぎ
ん
な
ん
寮 

（
直
売
所
ハ
ン
ズ
、
大
温
室
） 

販
売
品
　
鉢
花
各
種
、
洋
ラ
ン
、
観
葉

　
植
物
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど 

※
当
日
ご
来
店
、
お
持
ち
帰
り
の
お
客

　
さ
ま
に
限
り
、
園
芸
商
品
20
％
（
友

　
の
会
会
員
30
％
）、
加
工
商
品
10
％

　（
友
の
会
会
員
20
％
）
割
引
き 

催
　
事
　
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
（
２

　
日
間
と
も
午
後
１
時
か
ら
）、
タ
イ

　
ム
サ
ー
ビ
ス
、
抽
選
会
、
先
着
100
名

　
に
鉢
花
か
骨
付
き
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

　
プ
レ
ゼ
ン
ト 

                

    

　
町
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
青
森

公
立
大
学
の
学
生
が
、
七
戸
町
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
し
た
成

果
を
発
表
し
ま
す
。 

　
大
学
生
の
若
い
視
点
か
ら
見
た
「
新

し
い
七
戸
町
」
が
見
え
て
く
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

日
　
時
　
３
月
13
日（
火
）午
前
11
時
〜 

場
　
所
　
柏
葉
館 

内
　
容
　
絵
馬
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

　
　
　
　
り
に
つ
い
て
　
な
ど 
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キ

ャ

ン

ド

ル

ナ

イ

ト 
in
 
S
H
IC
H
IN
O
H
E
 
2
0
1
2
 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４  

七

戸

花

友

会

 

第
７
回
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展 

七
戸
花
友
会
事
務
局
　
金
見 

 

☎
０
９
０-

３
７
５
６-
８
６
７
２  

公

立

ぎ

ん

な

ん

寮

 

春

の

感

謝

セ

ー

ル

 

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮 

☎
５
６-

５
１
２
１  

青

森

公

立

大

学

生

 

ま

ち

づ

く

り

発

表

会 

　
企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０  



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

カ シ ス の 注 文 を 受 付 し て い ま す  

農林課　☎68－2116 
 
　七戸町カシスの会は、「七戸高校と地域のカシスをめぐる学社融合構想」
に基づき、七戸高校と共同でカシスの産地化を目指しています。 
　この度、ＰＲ活動の一環として苗木や加工品を安価で提供することにな
りましたので、次のとおり注文を受付します。 
 

受付する品目等 

　カシス苗木（２年苗以上の物） 
　　価　　格　１本500円～（大きさなどで変動します） 
　　引渡時期　随時（平成24年４月以降） 

　カシス冷凍果実 
　　価　　格　2,100円／㎏　引渡時期　随時 

　カシスパウダー 
　　価　　格　2,940円／100ｇ　引渡時期　注文受付から１～２週間後 

　カシス乾燥果実 
　　価　　格　2,940円／100ｇ　引渡時期　注文受付から１～２週間後 
 

受付に必要な物　印鑑 

支　払　方　法　原則として窓口払いとなります。 

申込及び支払先　七戸町カシスの会事務局（農林課内） 

 

                                   

         
 

                         

 

   

１
月
15
日
〜
２
月
15
日
 

 ◎
お
誕
生
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

北
舘
　
柚
愛
ち
ゃ
ん
　

麻
友
子
さ
ん
　

倉
　
越  

 

天
間
　
蒼
生
く
　
ん
　

浩
　
名
さ
ん
　

倉
　
越 

 

岩
清
水
陽
向
く
　
ん
　

絢
　
子
さ
ん
　

道
ノ
上 
 

西
野
　
妃
奈
ち
ゃ
ん
　

礼
　
奈
さ
ん
　

狐
久
保 

 上
原
子
千
翔
く
　
ん
　

美
穂
子
さ
ん
　

上
原
子
２  

  

●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 
坪
　
　
　
藤
次
郎
さ
ん 

85
歳  

坪
　
２ 

小
　
又
　
み
ち
ゑ
さ
ん 

86
歳  

小
　
又 

柳
　
平
　
昭
　
三
さ
ん 

77
歳  

道
ノ
上 

松
　
村
　
フ
　
ミ
さ
ん 

74
歳  

道
ノ
上 

附
　
田
　
信
　
雄
さ
ん 
72
歳  

榎
林
１ 

李
　
澤
　
正
　
郎
さ
ん 

88
歳  
李
　
沢 

甲
　
田
　
幸
　
枝
さ
ん 

79
歳  

甲
　
田 

澤
　
田
　
あ
き
江
さ
ん 

90
歳  

森
　
中 

澤
　
尻
　
正
　
兄
さ
ん 

74
歳  

蛇
　
坂 

横
　
山
　
純
　
逸
さ
ん 

54
歳  

十
役
野 

川
　
村
　
榮
　
　
さ
ん 

90
歳  

七
　
戸 

高
　
坂
　
き
　
み
さ
ん 

90
歳  

七
　
戸 

田
　
中
　
義
　
昭
さ
ん 

65
歳  

七
　
戸 

原
　
田
　
オ
マ
チ
さ
ん 

89
歳  

西
上
川
原 

市
ノ
渡
　
久
　
治
さ
ん 

85
歳  

野
　
続 

上
　
泉
　
和
嘉
子
さ
ん 

84
歳  

野
　
続 

本
　
間
　
　
三
郎
さ
ん 

68
歳  

野
　
続 

倉
　
岡
　
春
　
彦
さ
ん 

64
歳  

七
　
戸 

米
内
山
　
ト
　
ヨ
さ
ん 

96
歳  

寒
　
水 

冨
　
浦
　
信
　
一
さ
ん 

80
歳  

八
尺
堂 

戸
　
田
　
重
　
則
さ
ん 

68
歳  

中
　
村 

眞
　
鍋
　
ト
　
シ
さ
ん 

93
歳  

天
間
蒼
前
１ 

橋
　
本
　
弘
　
美
さ
ん 

60
歳  

森
　
中  

哘
　
　
　
き
く
ゑ
さ
ん 

94
歳  

哘
　
２  

　
　
野
　
　
　
勇
さ
ん 

92
歳  

原
久
保  

竹
　
内
　
さ
　
だ
さ
ん 

101
歳  

沼
ノ
沢  

鈴
　
木
　
か
　
ぢ
さ
ん 

82
歳  

寒
　
水  

      

ゆ
ず
な 

そ
　
う 

ひ
な
た 

ひ
　
な 

か
ず
と 

 

（15） 平成24年（2012）3月号 

平成24年１月31日現在 

　男　　　8,481人　（－11） 

　女　　　9,139人　（－ 20） 

　計　　 17,620人　（－ 31） 

世帯数　6,865世帯　（－  8） 

（　 ）内は前月比 

 
★交通事故 

　件数  6件　（  6件）　〈－1〉 

　傷者  8人　（  8人）　〈－1〉 

　死者  0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成23年同月末比 

★町内の火災 

　建　　　　物　 1件  （1件） 

　林野・その他　 0件  （0件） 

（     ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計町の統計   町の統計  

 

 



 

 

 

4月22日(日)まで好評開催中！ 

 

「鷹山宇一と七戸ゆかりの画家たち展」 
 
 

しちのへホワイトバトル 2012

○ ミュージアム・コレクション○ 

●発行日　平成24年３月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
　美術館収蔵作品から、鷹山宇一をはじめ当館収集作家として顕彰する画家たちの
作品を一堂にご紹介します。 
　十和田湖に魅せられ絵画をもってその紹介につとめた日本画家・鳥谷幡山、独自
の幻想リアリズムを追求した洋画家・平野四郎、地方にありながら絵筆一本、水彩・
油彩・墨を自在に操り「馬」を描き続けた画家・上泉華陽各氏の作品を、是非ご鑑
賞ください。 
　また、織田廣喜、濱田進など美術団体・二科会所属の画家たちの絵画も併せて紹
介。 
　鷹山宇一と七戸ゆかりの画家たちの作品を、彼らを育んだ町の風土とともに味わ
う鷹山美術館ならではの極上のひとときを、ご家族皆さまでお楽しみください。 
　ご来館を心からお待ち申しあげております。 
 
 

■入館時間■　午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時) 

■休 館 日■　毎週月曜日 

■入 館 料■　一般500(400)円、高校・大学生300(240)円、 
　　　　　　　小･中学生100(80)円 
　　　　　　　　※(　)内は20名様以上の団体、JAF会員、県民カレ
　　　　　　　　　ッジ受講者割引料金 

■問合せ先■　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 
 

 

 

 

 

 

  

スノーシューで歩く「冬の十和田湖」  

 

 

  

スノーシューで歩く「冬の十和田湖」  

 

 

「アート・ツアー」参加者募集！！  

スノーシューで歩く「冬の十和田湖」  

　十和田湖を愛した七戸町出身の日本画家・鳥谷幡山。
作品にも多く描き出し全国各地に紹介しました。ツア
ーでは、トレッキングや遊覧船観覧で彼が愛した十和
田湖の魅力、そして、画家の生涯と画業に迫ります。  
開 催 日　3月17日(土)　9:00～17:00迄を予定 
参 加 費　大人お一人さま 2,000円 
締　　切　3/13（火）　20名先着順 
問合せ先　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 
 
 

①

②

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

十和田市 

七 戸 町  

七 戸 町  

六ヶ所村 

 

七 戸 町  

おいらせ町 

七 戸 町  

六ヶ所村 

 

 

十和田南スーパーキッズ 

東小なかよしクラブA 

西小なかよしクラブ 

六ヶ所南ツインズC  

 

天間西ジャイアンツ 

木内々野球部Ｂ 

天間西小野球部５年生 

六ヶ所南ツインズA 

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

優 　 勝  

準 優 勝  

第 ３ 位  

第 ３ 位  

 

十和田市 

七 戸 町  

十和田市 

十和田市 

 

野辺地町 

七 戸 町  

六ヶ所村

七 戸 町  

 

 

熟女魔術師手術中柔術熟慮 

榎中シスターズ 

ザ・七名様 

三本木農業ソフトボール部 

 

ワイルドセブン 

男・高松 

泊中野球部A 

ポストマン 

小学校低学年 

小学校高学年 

レディース 

一　　　般 

▲二科会理事長・織田廣喜の作品 
「エチュード」 

 


